
教習射撃 資格認定申請 書類一式 
 
 

教習射撃の資格認定の申請には下記の書類等が必要です。 
 
申請書類の種類、必要枚数、申請手数料等は都道府県によって違う場合がござい

ます。詳しいことは住所地の警察署 生活安全課 銃砲担当官へお電話にてご確認く

ださい。 
 
※ 警察への申請は月曜～金曜の平日、午前９時～午後５時が受付け時間となっています。 

 
 

１, 教習資格認定申請書

２, 経歴書 【 表 ・ 裏 】

３, 同居親族書

４, 写真（ライカ版） １～２枚

５， 身分証明
（本籍地の役場で発行する破産者でないことを記載している証明書）

６， 専門医の診断書
（精神保健指定医

あるいは２年以上経験のある心療内科、神経内科の医師の診断書）

７， 戸籍抄本 及び 住民票

８， 講習修了証明書 （提示またはコピー）

８, 印鑑

９, 申請手数料 ８，９００円

 
※ 散弾銃を所持している方がライフル銃を所持するために教習射撃を申請する場合は 

６、７の書類は必要ありません。 
 

 



第 10 号（第 9 条関係） 

※ 整 理 番 号  

※ 受 理 年 月 日  

※ 許 可 証 番 号  

教 習 資 格 認 定 申 請 書 
銃砲刀剣類所持等取締法第９条の５第２項の規定による教習射撃を受ける資格の認定を次

のとおり申請します。 

  平成    年   月   日 

公安委員会 殿 

申請人氏名              ◯印  

本 籍  

住 所  

電 話 番 号  

職 業  

氏 名  性 別 男 ・ 女 

申 
 

 

請 
 

 

人 
生 年 月 日 年   月   日 （   歳） 

現に交付を受けている 
猟銃・空気銃所持許可証 

交 付 
年月日 

 番 号  交付者  

教 習 希 望 銃 種 ライフル銃  ・  ライフル銃以外の猟銃 

所 持 許 可 希 望 
銃 種 ・ 型 式 

 

備 考  

備考  １．申請人は、※印欄には記載しないこと。 
２．申請人は、氏名を記載し及び押印することに代えて、署名することができる。 
２．教習希望銃種欄は、該当文字を○で囲むこと。 
３．所持希望銃種・型式欄には、所持を希望するライフル銃又はライフル銃以外

の猟銃の別及び単身ボルト式、単身元折式、単身自動式、上下二連元折式、水

平二連元折式等の別を記載すること。 
４．備考欄には、添付書類その他必要な事項を記載すること。 
５．用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。 



経   歴   書 
年   月   日 

申請人氏名              ◯印  

期      間 勤 務 先 ・ 職 務 内 容 

 年  月  日から 
 年  月  日まで 

 

 年  月  日から 
 年  月  日まで 

 

 年  月  日から 
 年  月  日まで 

 

 年  月  日から 
 年  月  日まで 

 

 年  月  日から 
 年  月  日まで 

 

職   歴 

 年  月  日から 
 年  月  日まで 

 

期      間 住               所 

 年  月  日から 
 年  月  日まで 

 

 年  月  日から 
 年  月  日まで 

 

 年  月  日から 
 年  月  日まで 

 

 年  月  日から 
 年  月  日まで 

 

 年  月  日から 
 年  月  日まで 

 

住 所 歴 

 年  月  日から 
 年  月  日まで 

 

備考 １．申請人は、氏名を記載し及び押印することに代えて、署名することができる。 
２．過去にこの様式の経歴書を添付して許可等の申請をした者にあつては、当該申請時以前の

経歴は記載することを要しない。 
３．職歴欄には、直前１０年間の職歴を記載すること。 
４．住所歴欄には、直前１０年間の住所歴を記載すること。 
５．猟銃等所持歴欄には、許可に係る猟銃又は空気銃について記載すること。 



 

期      間 銃   種 処 理 結 果 

 年  月  日から 
 年  月  日まで 

  

 年  月  日から 
 年  月  日まで 

  

 年  月  日から 
 年  月  日まで 

  

 年  月  日から 
 年  月  日まで 

  

 年  月  日から 
 年  月  日まで 

  

猟銃等所持歴 

 年  月  日から 
 年  月  日まで 

  

年  月  日 犯 歴 の 内 容 

  

  

  

  

犯   歴 

  

 銃砲刀剣類所持等取締法第５条第１項第３号に係る病気、同項第４

号に係る中毒又は同項第５号に係る能力の欠如若しくは著しい低下に

関する治療を受けたことがありますか。 
有 ・ 無 

備考  ６．猟銃等所持歴欄中、期間欄には、最初の許可年月日及び失効又は取消しの年月日、銃種欄

には、ライフル銃、散弾銃、ライフル銃及び散弾銃以外の猟銃、空気銃の別、処理結果欄

には、失効又は取消しの別及び失効の場合にあつてはその理由を記載すること。 
７．犯罪歴には、罰金以上の刑が定められる罪に当たる違法な行為について記載すること。  
８．不用の文字は、横線で消すこと。 
９．用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。 



第５号の２ 

同  居  親  族  書 
   年   月   日 

申請人氏名             ◯印  

本  籍  

職 業  ふ り が な 

氏  名 
 

本人との続柄  

生年月日 年   月   日 （   歳） 性 別 男 ・ 女 

本  籍  

職 業  ふ り が な 

氏  名 
 

本人との続柄  

生年月日 年   月   日 （   歳） 性 別 男 ・ 女 

本  籍  

職 業  ふ り が な 

氏  名 
 

本人との続柄  

生年月日 年   月   日 （   歳） 性 別 男 ・ 女 

本  籍  

職 業  ふ り が な 

氏  名 
 

本人との続柄  

生年月日 年   月   日 （   歳） 性 別 男 ・ 女 

本  籍  

職 業  ふ り が な 

氏  名 
 

本人との続柄  

生年月日 年   月   日 （   歳） 性 別 男 ・ 女 

本  籍  

職 業  ふ り が な 

氏  名 
 

本人との続柄  

生年月日 年   月   日 （   歳） 性 別 男 ・ 女 

  備考 用紙の大きさは、日本工業規格 A4 とすること。 


